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め
ば
え
保
育
園
、開
園

　平
成
26
年
４
月
１
日
開
園
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。町
長
、
議
長
ほ
か
町
関
係

者
や
保
護
者
ら
約
２
０
０
人
が
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　中
央
保
育
所
は
、
37
年
ぶ
り
に
移
転

改
築
を
行
い
、
名
称
も
「
中
央
保
育
所
」

か
ら
「
め
ば
え
保
育
園
」
へ
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。

　従
来
よ
り
床
面
積
が
倍
近
く
広
く
な

り
、
高
齢
者
が
集
う
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
」
も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。新
し
い
園
舎

は
、
木
造
平
屋
建
て
で
床
面
積
は
１
２

０
９
㎡
。県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

採
光
性
や
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
た
。

　年
齢
に
応
じ
た
保
育
室
５
室
、
約
２

０
０
人
が
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
、
親
子

で
遊
べ
る
「
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」、

幅
２
・
５
ｍ
の
デ
ッ
キ
を
備
え
て
い
ま

す
。本
園
は
、
県
よ
り
エ
コ
保
育
園
と
し

て
認
定
を
受
け
て
お
り
、
施
設
の
屋
根

に
は
５
ｋ
ｗ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
園
庭
に
も
菜

園
を
設
け
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
環

境
に
や
さ
し
い
保
育
園
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

特集KIJ
O

保育方針
目指す園児像

めばえ保育園は「健康な体」と「豊

かな心」を保育の基本として次の

ことを保育目標としています。

・よく考え自分の意見が言え、友

だちの考えも聴ける子どもを

育てます。

・様々な体験を通して何にでも

挑戦しようとする意欲的な子

どもを育てます。

・思いやりや優しい気持ちが持

て、感性豊かで心豊かな子ども

を育てます。

・健康で安全な生活ができ、何で

もよく食べ元気いっぱいの子

どもを育てます。

幅2.5ｍ開放的な通路に
なっています

町長や園児たち、木城町マスコット
キャラクター「キックン」「クゥー
ちゃん」が除幕を行いました

園庭にはプールも設置されています

同敷地内に地域の方々が集える
「ふれあいプラザ」を併設してます

広い園庭には、カラフルな遊具が
設置されています

開園式では園児たちの踊りが披
露されました

約200人が収容
できるホール

廊下側に窓を多く取り、採光がたくさん取れ
るようになっています

0203

キックン
クゥーちゃん
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0405

　平
成
26
年
第
１
回
木
城
町
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成
26
年
度
木
城

町
一
般
会
計
予
算
な
ど
38
件
の
議
案

及
び
１
件
の
諮
問
が
上
程
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　田
口
晃
史
町
長
が
示
し
た
、
平
成
26

年
度
の
町
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方

針
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　平
成
26
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、
消

費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
減
に
は
留
意
が
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、本
年
度
の
補
正
予
算
５
・
５

兆
円
と
26
年
度
の
経
済
対
策
に
よ
り
、

年
度
を
通
し
て
み
れ
ば
前
年
度
に
引

き
続
き
堅
調
な
内
需
に
支
え
ら
れ
た

景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　　本
町
に
お
い
て
は
、
小
丸
川
発
電
所

の
固
定
資
産
税
に
よ
り
収
支
の
均
衡

は
今
の
と
こ
ろ
と
れ
て
お
り
ま
す
が
、

よ
り
一
層
徹
底
し
た
歳
入
確
保
や
、
歳

出
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
行
い
、
住

平
成
26
年
度

木
城
町
当
初
予
算
の
状
況 

　平
成
26
年
度
、
当
初
予
算
は
、
一
般

会
計
39
億
６
千
９
０
０
万
円
、特
別
会

計
18
億
４
千
６
２
０
万
円
に
決
ま
り

ま
し
た
。 

小
丸
川
発
電
所
の
固
定
資

産
税
（
大
規
模
償
却
資
産
）
の
減
少
に

よ
り
町
税
は
や
や
減
少
し
ま
し
た
が
、

自
主
財
源
の
比
率
は
依
然
高
い
水
準
を

維
持
し
て
い
ま
す
。歳
入
の
75
・
３
％

に
当
た
る
町
税
は
29
億
９
０
５
３
万

円
で
、小
丸
川
発
電
所
の
大
規
模
償
却

資
産
を
含
む
固
定
資
産
税
が
９
割
近

く
を
占
め
て
い
ま
す
。歳
出
面
で
は
、

建
設
事
業
費
が
５
億
６
１
９
５
万
円

（
前
年
度
比
６
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。な
お
、
主
な
建
設
事
業
は
次
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、社
会
保
障
関
係
費
等
の
扶
助

費
の
増
な
ど
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
歳
入

歳
出
の
見
直
し
を
行
い
町
民
の
福
祉

向
上
と
地
域
の
発
展
の
た
め
財
源
配

分
を
行
い
ま
し
た
。対
前
年
度
当
初
比

は
１
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
よ
う
措
置

し
ま
し
た
。

　特
に
、
町
民
本
位
の
福
祉
向
上
と
地

域
の
発
展
や
、
農
林
業
の
振
興
、
教
育

の
充
実
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た

め
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　本
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
財
政
の
健
全

化
や
住
民
の
福
利
向
上
を
目
指
し
て

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
将
来
世
代
に
迷
惑
を
か
け

な
い
為
に
も
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の

改
善
や
行
政
経
費
の
削
減
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
当
初
予
算
編
成
は
39

億
６
千
９
０
０
万
円
と
し
、
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
且
つ
重
要
な
事

業
に
つ
い
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度 

施
政
方
針

〜
財
政
の
健
全
化
や
住
民
の
福
利
向
上
を
目
指
し
て
〜

平
成
26
年
度

木
城
町
予
算
の
状
況

目 で 見 る 一 般 会 計 予 算

歳入の構成第1図

歳入を性質別に見ますと、町税、使用料及び手数料
等の自主財源が83.0％、国・県支出金、地方譲与
税等の依存財源が17.0％となっています。

歳出の構成第2図

町税の内訳第3図

歳出を性質別に見ますと人件費、扶助費、公債費の
義務的経費が 42.9％、建設事業費等の投資的経
費が14.2％、物件費等の一般行政経費が42.9％
となっています。

町　税
2,990,537千円
75.3％

建設事業費
561,950千円
14.2％

人件費
730,553千円
18.4％

物件費
723,050千円
18.2％

補助費等
462,173千円
11.6％

公債費
413,939千円
10.4％

扶助費
561,218千円
14.1％

繰出金外
516,117千円
13.1％

国庫支出金
286,201千円
7.2％繰入金

61,985千円
1.6％

町債1千円
0.0％

県支出金
230,781千円
5.8％

使用料及び手数料
98,520千円
2.5％

繰越金
29,150千円
0.7％

地方交付税
71,980千円
1.8％

地方消費税交付金
44,540千円
1.1％

分担金及び
負担金外

107,119千円
2.7％

地方譲与税等
48,186千円
1.2％

歳　入
39億

6千900万円

歳　出
39億

6千900万円

町  民  税 134,921

（単位：千円）

2,813,735固定資産税

116,115

18,806 

53,947 

162,882

2,563,773

33,133

25,620 

16,261

2,990,537

個　　人

法　　人

土　　地

建　　物

償却資産

交納付金

町  た ば こ 税

軽 自 動 車 税

計

3.9％

0.6％

1.8％

5.5％

85.7％

1.1％

0.9％

0.5％

100.0％
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っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　本
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
財
政
の
健
全

化
や
住
民
の
福
利
向
上
を
目
指
し
て

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
将
来
世
代
に
迷
惑
を
か
け

な
い
為
に
も
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の

改
善
や
行
政
経
費
の
削
減
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
当
初
予
算
編
成
は
39

億
６
千
９
０
０
万
円
と
し
、
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
且
つ
重
要
な
事

業
に
つ
い
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
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〜
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全
化
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住
民
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福
利
向
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を
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し
て
〜

平
成
26
年
度

木
城
町
予
算
の
状
況

目 で 見 る 一 般 会 計 予 算

歳入の構成第1図

歳入を性質別に見ますと、町税、使用料及び手数料
等の自主財源が83.0％、国・県支出金、地方譲与
税等の依存財源が17.0％となっています。

歳出の構成第2図

町税の内訳第3図

歳出を性質別に見ますと人件費、扶助費、公債費の
義務的経費が 42.9％、建設事業費等の投資的経
費が14.2％、物件費等の一般行政経費が42.9％
となっています。
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計

3.9％

0.6％

1.8％

5.5％

85.7％

1.1％

0.9％

0.5％

100.0％
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井上　和好 農業委員会係長（専門監兼務） 主事 小野 大希

会計管理者
兼会計課長
伊藤　　章

会計係長 長友　三保 主査 森　 水琴

教育課長

中井　諒二
補佐・兼

黒木　宏樹

学校教育係長（補佐兼） 主任主事 橋口 直幸
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主任主事 森　 秀仁

主事 髙野 成仁主任主事 黒木 祐一
給食センター係長 渡邊　雅洋

事務局長

渕上　達也 議事調査係長 鍋倉　貴行 書紀（主任主事）稲田 宏美 公
平
委
員
会

併任事務職員
（渕上 達也）
（鍋倉 貴行）併任事務局長
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挙
管
理
委
員
会
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（書記長 横田　学）
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【総務課付】
（県）主 任 主 事
（環境整備公社）係長
主任主事

泥谷 昌尚
鈴木 貴弘
橋本 暁子

木城町役場機構・職員配置図

特別職

一般職

定　数

3名

90名

98名

平成２６年４月現在

課　長　職 課長補佐職 係　長　職 係　　　　　員 平成26年度当初予算の主な建設事業 （単位：千円）

庁舎附属棟建設工事

テニスコート設置工事

比木橋高欄改修工事

溜水田神線改良舗装工事

リバーサイドコスモス塗装修繕工事

245,000

45,000

45,000

19,000

12,656

事　　　　　業　　　　　名 事  　業  　費

全会計予算 （単位：千円）

△ 43,000

△ 2,000

△15,000

16,000

30,000

3,500

7,000

△ 3,500

4,012,000

850,000

126,000

162,000

600,000

7,700

61,000

5,818,700

3,969,000

848,000

111,000

178,000

630,000

11,200

68,000

5,815,200

比　　　較平成 25 年度平成 26 年度会　計　名

起債現在高 (平成 25年度末見込 ) （単位：千円）

計農 林 水 産 外住　　　宅教　　　育土　　　木

2,220,9871,882,731184,8099,160144,287

積立金の状況 (平成 25年度末見込 ) （単位：千円）

計土地開発基金外公共施設等整備基金町債管理基金財政調整基金

3,973,184310,650235,568101,4353,325,531

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 会 計

簡  易  水  道  会  計

下   水   道   会   計

介 護 保 険 会 計(保険事業)

介護保険会計（サービス事業）

後期高齢者医療会計

計

0607

平成２６年度に予定している主な建設事業は、庁舎附属棟の建設工事２億４５００万円、旧石河内小学校運動

場のテニスコート設置工事４５００万円、比木橋高欄改修工事４５００万円等となっています。

借金に当たる起債現在高は、２２億２０９８万円となっています。また、貯金に当たる積立金は、３９億７３１８万円

となっており、起債現在高を約１７億５０００万円上回っています。
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平成26年度　木城町消防団幹部・部長名簿平成26年度　木城町交通指導員委嘱状交付式

農業委員の紹介

階　級

団　長

副団長

副団長

第１分団長

第２分団長

氏　名

矢野　哲也

吉良　清志

清　　哲郎

高橋　茂義

重永　建二

管轄地区

第1部～第6部

本部、
第7部～第11部

階　級

本部部長

１部部長

２部部長

３部部長

４部部長

５部部長

６部部長

７部部長

８部部長

９部部長

10部部長

11部部長

ラッパ隊長

氏　名

森　　秀仁

後　　哲夫

押川　文弘

宮越　真也

平野　豊和

吉岡　雄輝

安田　　剛

宗石　栄治

渡邊　雅洋

長友　寿紀

黒木　隆志

中嶽　和弘

神田　　修

管轄地区

町内全域

田畑、一向瀬、重木

四日市、出店、池田、中川原

中椎木

岩渕上・下

比木

田神、岩戸、新岩戸

大字川原全域

大字石河内全域

大字中之又全域

兼務

【　部　長　】【　幹　部　】

陣之内、牧之内、中原、
溜水、百合野

大字高城（中川原、
田神、岩戸を除く）

※２，４，８，９部部長は再任。

役場のニューフェイス

日髙　欣希
（税務課）

金丸　尚裕
（環境整備課）

堀口　太暉
（環境整備課）

髙野　成仁
（教育課）

長濱　優
（町民課）

４月から木城町役場
で勤務することにな
りました。住民の皆
様が話しかけやすい
雰囲気づくりのため
にあいさつを笑顔で
していきたいと思い
ます。そして、住民の
皆様が住みやすい町
づくりを目指して
日々努力していきた
いです。よろしくお
願いします。

今年から木城町役場
に勤務することにな
りました。この４年間
は鹿児島で生活して
いましたが、慣れ親し
んだ自然豊かな木城
町に帰ってくることが
でき、うれしく思って
います。分からないこ
とばかりで不安もあ
りますが、より良い町
づくりに貢献できる
よう努力していきた
いと思います。

今年度から木城町役
場に入庁しました。
私は生まれ育った木
城町で働きたいと
思っていました。ま
だまだ分からないこ
とだらけですが、町
で見かけたときに声
をかけてもらえるよ
うな職員になりたい
と思っています。よ
ろしくお願いしま
す。

４月から教育課で勤
務することになりま
した。社会人１年目で
ぎこちない状態です
が、積極的に木城町
民の為に動きたいと
考えています。初めて
のことばかりで町民
の皆様にご迷惑をお
かけすることがあり
ますが、精一杯のこと
をしていきたいと思
いますので、よろしく
お願いします。

４月から町民課の勤
務となりました。役
場の顔でもあり、た
くさんの方が来られ
ますので、笑顔で明
るい対応を心がけて
いきたいです。また、
私は宮崎市出身なの
で、もっと木城町の
ことを知り、町民の
方がより良い生活を
送れるように最善を
尽くします。よろし
くお願いします。

　平成26年度木城町交通指導員委嘱状交付式が行われました。

　本町における交通安全を確保するため、交通安全期間中の早朝及び夜間の街頭指導のほか、戦没者慰霊

祭、ふるさとまつり、新春ジョギング大会など各種行事において交通安全の確保等にご尽力いただいています。

　委嘱期間は、平成26年４月１日から平成28年３月31日までの２年間となっています。

委嘱された交通指導員は次のとおりです。

堀口　眞彦（ほりぐち まさひこ）さん（岩戸）

山下　捷夫（やました はやお）　さん（出店東）

村橋　義光（むらはし よしみつ）さん（岩渕下）

丸山　貞雄（まるやま さだお）　さん（仁君谷）

長友　英俊（ながとも ひでとし） さん（比木）

本田　則行（ほんだ のりゆき）　さん（在南）

　一ツ瀬川土地改良区役員改選により、土地

改良区推薦の農業委員が、関谷幸市委員から

久保一美委員に交替となりました。よろしくお

願いします。

　なお、久保一美委員の任期は、平成26年４

月１日から平成26年７月19日です（前任者の

残任期間）。

木城町交通安全の集い

　春の全国交通安全運動（４月６日から１５

日）に合わせて、木城町交通安全の集いが行わ

れました。

　木城町交通安全対策協議会の田口晃史会

長のあいさつの後、商工会青年部長の田中寛

昌さんが、「人にやさしく、車にやさしく、譲り

合いの気持ちを大切にし、交通事故ゼロへの

願いをこめて、「安心安全なまちづくり」を目指

しますと交通安全宣言を行いました。
ひだか　　よしき かねまる　たかひろ ほりぐち　たいき たかの　　なるひと ながはま　ゆう

まちの話題

KIJO Topics

久保　一美  委員 田中寛昌さんの交通安全宣言
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このコーナーは、毎回町内在住･勤務されて

いるいろんな方々に登場していただきます。

さて、今回登場するのは、この人！

竹原　晃一郎 さん（36歳）
向河原団地

たけ はら　　 こう いち ろう

●お 仕 事／
●趣　  味／
●家族構成／

会社員
ミニバレー、時々サーフィン
妻・長男・次男の４人家族

４月５日（土）、６日（日）に行われました「第３４回

高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会児湯支部予

選」において、３４回の長い歴史の中で初優勝を飾

りました。

団結を力にして、一戦一戦、戦うごとに粘り強く

なって勝ち上がりました。

来る５月３１日（土）、６月１日（日）に日向市で行わ

れる県大会においても、どこにも負けない「チーム

ワーク」で、さらなる活躍を期待したいと思います。

　2月15日（土）リバリスホールにて、開催されました。

講師は都城歴史と文化のまちづくり会議　理事長　田代義博氏で「都城北郷氏と高城合戦」の演題

で講演して頂きました。

　内容は、戦国時代の宮崎県内の都城方面を支配する北郷氏の様子と高城合戦を絡めたものであ

り、ソフトな口調で大変分り易いもので、参加者は歴史に思いを馳せる貴重な時間を過ごすことが

出来ました。

高城合戦歴史講演会

～ 活力と潤いに満ちた生きがいと魅力ある町づくり ～

製作：木城町生涯学習推進協議会

ひとつぎ会による踊りの披露 田代義博氏による講演

★木城野球スポーツ少年団★
県大会出場へ

いつかは暖かい南国（海外）で、のんびり暮らしたいと日々頑
張っています・・・。（笑）
（いいですね～。わたしものほほんとした生活に憧れています。）

● 自己紹介

子どもが犠牲になるニュースは、いつも自分のことのように
心を痛めます。
（本当そうですね。子どもは宝です。みんなで大切に、時に厳しく
育てていきたいです。）

● 最近の出来事やニュースなどで気になること！

好きな言葉は、「やらずに後悔するより、やって後悔したい」何
にでもchallengeしていきたいです。
（前向きな気持ちがストレートに伝わってきます。わたしも見習わないと！！）

● その他・・・コメント

　3月14日（金）木城町体育館にて開催されました。

　当日は各少年団の小学 6 年生及び中学 3年生の団員22名のこれまでの頑張りを労い、それぞ

れに卒団証書及び記念品を贈りました。

　各少年団で培った体力、精神を大切にして、今後とも頑張っていただきたいと思います。

木城町スポーツ少年団卒団式

卒団証書授与 卒団する団員のあいさつ

生涯学習

情報コー
ナー

人間萬歳

1011

●コメント
今度の県大会ではチーム
ワークを大事にしてがん
ばりたいです。野球部全員
の夢である全国大会を目
指したいです。

大山　晴幸　主将
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